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Abstract 

In 2024, a new type of comb jelly belonging to the genus Bolinopsis was found in the Amami Islands, Japan, 

and named Amami kabuto-kurage in Japanese. This new type, tentatively named Bolinopsis sp. Amami type, 

is characterized by four distinct red chromatophore patches along the meridional canals inside the oral lobes. 

We observed this type of comb jelly in the waters around Hachijo Island, Izu Islands, Japan. A total of 23 

individuals (3–10 cm in body length) were photographed at seven dive sites on the island. This record marks 

the easternmost occurrence of Bolinopsis sp. Amami type and expands its range from the Amami Islands to 

the Izu Islands. The northeastward Kuroshio Current may have contributed to this expansion. 

 
Key words: comb jelly; Ctenophore; easternmost record; new locality; oceanic island; subtropical species; 
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緒言 

カブトクラゲ科 Bolinopsidae カブトクラゲ属

Bolinopsis は体表が平滑で耳状突起は長三角でリ

ボン状、袖状突起の筋肉は大きく発達しないこと

が特徴であり（西村 1992）、同科の Mnemiopsis

とは体に対する袖状突起の大きさで識別が可能

である（Agassiz 1860; Gershwin et al. 2010）。カブ

トクラゲ属のクラゲ類は南極を除く三大洋の沿

岸に生息しており（Gershwin et al. 2010; Gul and 

Oliveira 2015）、浅海から深海にかけて出現が確

認されている（Gershwin et al. 2010; 峯水ら 2015）。

本属には現在 10 種が知られており（Mills and 

Dubois 2023）、日本では 3 種が報告されている

（峯水ら 2015）。また築地新（2024）によって

国内からカブトクラゲ属の一種であるアマミカ

ブトクラゲ Bolinopsis sp.が提唱された。アマミカ

ブトクラゲが新種として記載されれば国内では

4 種目のカブトクラゲ属となる。アマミカブトク

ラゲは、袖状突起部内の子午管の左右に 4 つの朱

色の斑点を一部ずつ有していることが特徴とさ

れている（築地新 2024）。アマミカブトクラゲは

通年的に南西諸島主に奄美大島にて出現するこ

とが確認されており（築地新 2024）、黒潮および

黒潮分岐流によって輸送されたものと考えられ

る個体が静岡県駿河湾から報告されている（中西

2025）。今回伊豆諸島の八丈島にて本種の出現を

確認した。これは本種が黒潮によって分布を拡大

していることを意味し、伊豆諸島からの初記録お

よび東限記録であるため、ここに報告する。尚、

本稿ではこのアマミカブトクラゲを便宜的に

Bolinopsis sp. Amami type とする。 

 

材料および方法 

伊豆諸島八丈島周辺海域（Fig. 1）をスクーバ 
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Fig. 1. Map showing the diving survey site at Hachijo Island. 

 

Table 1. A detailed record of Bolinopsis sp. Amami type sightings at Hachijo Island. 
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Fig. 2. Bolinopsis sp. Amami type. A: Sagittal plane shooting. Date: 9/9/25. Location: Aozomi. B: 

Tentacular plane shooting. Date: 10/7/25. Location: Nazumado. Abbreviations: a = auricula, cr = Ctene 

row, mc = meridional canal, or = oral lobe, rp = red chromatophore patch. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイビング中にアマミカブトクラゲの出現を確

認したため記録を取った。スクーバダイビング

は1本あたり45分程度で実施した。スクーバダイ

ビング中に出現日・場所・水温・水深・大きさ・

備考を記録し（Table 1）、撮影を行った。水温と

水深はダイビングコンピューター（AQUARUNG, 

CALM plus+）を使用して測定した。撮影はコン

パクトデジタルカメラ（OLYMPUS, Tough TG-6）

を用いて行った。調査期間は2025年8月28日から

10月7日までとし、合計83本のスクーバダイビン

グを行った。 

 

結果 

Bolinopsis sp. Amami type 

アマミカブトクラゲ 

（Fig. 2） 

 

形態的特徴 

体長は 3–10 cm。体は袖状突起（oral lobe）を

拡げたときは兜型で、袖状突起を縮めた時は卵

型をしている。体の沿触手面（tentacular plane） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側はやや扁平している。体表に並ぶ 8 本の櫛板

列（ctene row）は不等長で、沿咽頭面（sagittal plane）

で袖状突起の先端近くまで伸びており、沿触手

面では耳状突起（auricula）基部まで達する（Fig. 

2A）。袖状突起内の子午管（meridional canal）左

右の一部ずつとその周辺が朱色をしている。朱

色の斑点（red chromatophore patch）は、点状の斑

点が一か所に集まって、一つの大きな斑点を形

成する。耳状突起は長三角形で、袖状突起の 1/2

程度、口と同程度の高さまで伸びている（Fig. 

2B）。子午管は大きな蛇行をせずに迷走していた。

色彩はほぼ不透明であった。 

 

分布 

 本研究によりアマミカブトクラゲは沖縄県・鹿

児島県の南西諸島（築地新 2024）、静岡県（中西

2025）、および伊豆諸島八丈島（本研究）から分

布することが明らかとなった。またモバイルアプ

リ iNaturalist では、フィリピン諸島・インドネシ

ア諸島からもアマミカブトクラゲに酷似する個

体 が ア カ ホ シ カ ブ ト ク ラ ゲ Bolinopsis 
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rubripunctata として登録されている（iNaturalist 

2023, 2025）。 

 

考察 

アマミカブトクラゲは築地新（2024）によって

報告されたカブトクラゲ属であり、未記載種の

可能性がある。本研究で観察された個体は袖状

突起内子午管上に朱色の斑点を有しており、計 4

個の斑点をもつことから築地新（2024）の記述と

一致する。また中西（2025）が静岡県駿河湾から

記録した個体とも一致する。以上のことから伊

豆諸島八丈島で出現した個体をアマミカブトク

ラゲと同定した。本属には他に赤色素を有する

種が存在する。袖状突起外縁部に赤色素の斑点

を有するアカホシカブトクラゲは、斑点が小さ

く、袖状突起の二分割円周ごとに 4–5 個有して

いる点で異なる。オーストラリア北東部に出現

する Bolinopsis ashleyi は、櫛板列および子午管

が赤色をしているものの、斑点を有していない

点で異なる（Tokioka 1964; Gershwin et al. 2010; 

峯水ら 2015）。 

調査期間中に 83本のスクーバダイビングで 23

個体のアマミカブトクラゲの撮影を行った

（Table 1）。体長 3–10 cm の個体を確認したが、

幼生期の個体は存在しなかった。また写真には袖

状突起のみも含まれており、本種特有の朱色の斑

点を有していた。アマミカブトクラゲが出現した

同場所では、ギンカクラゲ Porpita porpita、カツ

オノエボシ Physalia utriculus、オキクラゲ Pelagia 

noctiluca、アミガサウリクラゲ Beroe forskalii、カ

ブトクラゲ Bolinopsis mikado、アカホシカブトク

ラゲ Bolinopsis rubripunctata、アカダマクラゲ

Eurhamphaea vexilligera、ツノクラゲ Leucothea 

japonica およびオビクラゲ Cestum veneris を確認

した。これら同時に出現した種は外洋域および暖

海域での出現が知られており（久保田 2014; 峯水

ら 2015）、本種の出現もその一部であると考えら

れる。アマミカブトクラゲが出現している期間、

黒潮は八丈島の南東部を流れており、八丈島周辺

で分岐流が発生していた（気象庁 2025）。この

ことからアマミカブトクラゲは黒潮により八丈

島付近に運ばれた可能性が高く、今後、黒潮流域

でさらなる出現が考えられる。アマミカブトクラ

ゲが出現した期間の9月5日頃、台風15号（Peipah）

が八丈島付近に接近している（ウェザーニュース

2025）。強風時や台風などによって外洋域のクラ

ゲ類が沿岸に出現することが知られている（中野

1998; 三宅・Lindsay 2013）。しかし台風 15 号前

後での出現頻度に顕著な変化は確認できなかっ

た。したがって今後の観察記録の蓄積が、本種の

分布動態解明に寄与するものと考えられる。 

クシクラゲ類は体が脆弱で壊れやすく、標本

として残すことが難しい（堀田 2005）。また写真

のみでは特徴を全て記載することが難しいため、

より多くのアマミカブトクラゲ標本について精

査が必要である。 
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